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報
酬

年
額
２
万
４
０
０
０
円

応
募
方
法

２
月
12
日（
必
着
）

ま
で
に
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
性

別
、
生
年
月
日
、
職
業
、
近
く

の
ス
ー
パ
ー
名
と
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
名
、
レ
ポ
ー
タ
ー
経
験

の
有
無
（
有
り
の
人
は
そ
の
年

度
）
を
記
入
し
、
〒
９
５
１
・

８
５
５
０
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
�
内
線
２
４
１
２
）
へ
　

※
未
経
験
者
優
先

広報テレビ　さわやか新潟（BSN 第１土曜11:00～11:30）※手話通訳付き　新潟市政ニュース（NST 毎週日曜8:55～9:00） すこやか新潟（TeNY 毎週日曜11:25～11:30）※手話通訳付き　にいがた子どもの広場（NT21 毎週日曜17:55～18:00）

児 童 セ ン タ ー
申し込み 同センター（�246-7715）へ
※月曜休館、幼児は保護者同伴
�親子一輪車講習会
日時 ２月３日午前10時15分～11時半
対象 小学生の初心者先着10人と保護者
�豆まき会
日時 ２月３日午後２時～３時半
対象 ４歳～小学生先着50人
�工作教室
日時 ２月９日午後１時半～３時半
内容 マカロニで作るフォトフレーム
対象 小学生先着20人　参加費 150円
�ドッジボール大会
日時 ２月23日午後１時15分～４時
対象 小学３年生以上先着８チーム（１
チーム選手８人、補欠４人まで）
�ミニバスケットボール初心者講習会
日時 ２月24日午前10時半～正午
対象 小学生先着20人

市民総合体育祭

市スキー＆スノーボード選手権大会
日時 ２月９日午前11時から
会場 三川温泉スキー場（三川村）
対象 市内在住・在勤の小学生以上先着
200人　
参加費 一般2,000円、高校生以下1,000円
問い合わせ 市スキー協会（�どら内�
278-9201）へ

新潟地域職業訓練センター

ワープロ講習会（Word）
日時 ２月４日～25日（全12回）◯昼 午
前10時～午後３時◯夜午後６時～９時
定員 各コース先着10人
参加費 ◯昼 35,000円◯夜 25,000円
申し込み 同センター（�271-2535）へ

鳥屋野地区公民館 初心者登山教室
日時 ２月８日～３月15日毎週金曜日午
前10時～正午　対象 成人先着30人
内容 山の装備、山の食事と水、ほか
参加費 300円
申し込み 同館（�285-2371）へ

新潟歌舞伎みなと座 かけ声講座
日時 １月26日・２月23日午後１時半～
３時　会場 りゅーとぴあ
内容 「碁太平記白石噺」に合わせたか
け声の練習　参加費 各日300円
申し込み 田巻（�245-1432）へ

救急法救急員養成講習会
日時 ２月２・３・16・17日午前９時～
午後５時　対象 15歳以上先着30人
会場 県赤十字会館（関屋下川原町１）
内容 手当ての基本、急病の時の対応、
ほか　参加費 3,000円
申し込み 日赤県支部（�231-3121）へ

関 屋 地 区 公 民 館
申し込み 同館（�266-4939）へ
�子育てネットまつぼっくり
日時 １月25日午前10時～正午
内容 新聞紙であそぼう、子育て交流、
情報交換　対象 幼児と保護者先着15組
�日本を知る講座
日時 ２月13日～３月20日毎週水曜日午
後１時半～３時半　対象 成人先着40人
内容 日本の文化・歴史を知る

大形公民館 共育（ともだち）ひろば
日時 １月23日午前10時～正午
内容 子育ての情報交換、交流会
対象 乳幼児と保護者
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�270-8133）へ

北地区スポーツセンター

減量のためのトレーニング教室
日時 １月28日～３月11日午後３時～４
時半（月・金曜全12回）
対象 成人先着30人　※毎回入場料200
円が必要
申し込み 同センター（�258-0200）へ

東地区公民館 子育てサロン
日時 １月21・28日午前10時～午後２時
内容 子育ての情報交換、交流会
対象 乳幼児と保護者
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�241-4119）へ

通船川松崎地区 まちの川ワークショップ
日時 １月26日午後１時半から
会場 ジャスコ新潟東店セントラルコート
内容 市民による整備案の発表
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 市民会議事務局（県新潟土
木事務所計画調整課内�231-8328）へ

今
回
は
、
２
月
16
日
か
ら
開

催
さ
れ
る
「
第
12
回
に
い
が
た

国
際
映
画
祭
」
の
実
行
委
員
長
、

丸
田
祥
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。ア

ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
、

新
潟
で
は
見
る
機
会
の
少
な
い

国
や
地
域
の
映
画
を
上
映
し
、

好
評
を
得
て
い
る
同
映
画
祭
。

今
年
も
、
Ｗ
杯
に
出
場
す
る
国

や
地
域
の
映
画
を
中
心
に
上
映

す
る
「
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ネ
マ
・

カ
ッ
プ
２
０
０
２
」
な
ど
、
多

彩
な
企
画
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。普

段
は
、
難
民
の
自
立
を
支

援
す
る
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド

（
公
正
貿
易
）
の
店
を
経
営
す

る
丸
田
さ
ん
。
「
12
年
前
に
イ

ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
い
た
時
、

親
し
く
な
っ
た
ニ
カ
ラ
グ
ア
人

女
性
か
ら
民
族
紛
争
の
話
を
聞

か
さ
れ
て
、
問
題
意
識
が
芽
生

え
ま
し
た
」
と
国
際
交
流
に
関

心
を
持
ち
始
め
た
こ
ろ
を
振
り

返
り
ま
す
。

元
々
映
画
好
き
だ
っ
た
と
い

う
丸
田
さ
ん
は
、
第
１
回
か
ら

同
映
画
祭
の
実
行
委
員
会
に
参

加
。
「
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

主
体
と
な
っ
て
、
企
画
・
運
営

ま
で
携
わ
っ
て
い
る
映
画
祭
は

他
に
あ
ま
り
な
い
の
で
は
」
と

胸
を
張
り
ま
す
。

「
過
去
に
旅
行
し
た
国
、
知

り
合
い
が
住
ん
で
い
る
国
―
―

外
国
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け

は
何
で
も
い
い
ん
で
す
。
映
画

を
見
る
と
、
そ
の
国
の
生
活
様

式
や
文
化
な
ど
、
意
外
な
発
見

が
あ
る
は
ず
で
す
。
親
近
感
も

増
す
と
思
い
ま
す
よ
」
と
話

す
丸
田
さ
ん
。
「
ア
ジ
ア
映

画
は
暗
い
、
面
白
く
な
い
な

ど
と
い
っ
た
固
定
観
念
は
捨

て
て
、
と
に
か
く
見
て
ほ
し

い
」
と
力
強
く
語
り
ま
す
。

今
回
の
映
画
祭
に
つ
い
て

は
、
「
作
品
あ
っ
て
の
映
画

祭
と
い
う
原
点
に
戻
り
、
上

映
す
る
作
品
選
び
に
は
特
に

力
を
入
れ
ま
し
た
。
時
間
は

か
か
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い

作
業
で
す
か
ら
」
と
話
し
、

今
後
は
「
手
作
り
の
良
さ
を
、

ず
っ
と
残
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

※
に
い
が
た
国
際
映
画
祭
の

詳
細
は
、
後
日
、
本
紙
に
掲

載
予
定
で
す

丸田祥子さん

と
の
回
答
が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
多

く
、
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
し

た
。Ｉ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

自
宅
や
個
人
で
利
用
し
て
い

る
情
報
機
器
で
は
、
約
２
人
に

１
人
が
「
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」

と
回
答
。
パ
ソ
コ
ン
は
約
３
人

に
１
人
が
利
用
し
て
い
る
と
答

え
、「
今
後
利
用
し
て
み
た
い
」

を
合
わ
せ
る
と
７
割
を
超
え
＝

グ
ラ
フ
３
＝
、
平
成
10
年
度
の

調
査
よ
り
14
・
７
ポ
イ
ン
ト
増

え
て
い
ま
す
。

自
宅
や
個
人
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
で
き
る
機
器
を

「
所
有
」
し
て
い
る
と
の
回
答

は
48
・
１
％
。
「
今
後
所
有
し

た
い
」
と
の
回
答
も
25
・
９
％

あ
り
ま
し
た
。
１
カ
月
の
利
用

金
額
帯
は
、
「
1
0
0
0
円
〜

1
万
円
未
満
」
が
4
分
の
3
を

占
め
て
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
施
策
の
優

先
度
（
複
数
回
答
）
に
つ
い
て

は
「
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

申
請
や
届
け
出
」
（
50
％
）
、

「
災
害
発
生
時
の
情
報
の
入
手
」

（
42
・
５
％
）
、
「
在
宅
医
療
サ

ー
ビ
ス
」
（
42
％
）
な
ど
に
多

く
集
ま
り
ま
し
た
。

行
政
施
策
・
事
業

市
の
施
策
や
事
業
で
、
以
前

に
比
べ
て
よ
く
な
っ
て
い
る
も

の
（
１
〜
３
位
を
回
答
）
で
は
、

「
公
園
・
緑
化
」
「
公
共
下
水

道
」「
ご
み
処
理
」「
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
も
っ
と

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
も
の
（
１

〜
３
位
を
回
答
）
で
は
、
１
位

に
「
高
齢
者
福
祉
施
策
」
が
、

２
位
に
「
学
校
教
育
」
が
入
り
、

３
位
以
下
は
「
公
園
・
緑
化
」

「
保
健
・
医
療
体
制
の
整
備
」

「
道
路
・
側
溝
の
整
備
」
な
ど

と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

市
民
相
談
室

（
�
内
線
２
０
６
５
）
へ

を
約
半
数
が
所
有
�

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
り
ゅ
ー
と
ぴ

あ
（
市
民
芸
術
文
化
会
館
）」

「
中
央
図
書
館
」「
Ｉ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）」「
社
会
貢
献

活
動
」「
成
人
式
」「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
「
環
境
に
や

さ
し
い
行
動
」
「
行
政
施

策
・
事
業
の
評
価
と
優
先

度
」
を
テ
ー
マ
に
、
住
民
基

本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽
出

し
た
20
歳
以
上
の
市
民
２
５

０
０
人
を
対
象
に
調
査
を
実

施
。
約
64
％
に
当
た
る
１
６

０
５
人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

や
要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
よ

う
と
毎
年
実
施
し
て
い
る
、
市

政
世
論
調
査
の
13
年
度
の
結
果

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
「
り

ゅ
ー
と
ぴ
あ
」「
中
央
図
書
館
」

「
Ｉ
Ｔ
」「
行
政
施
策
・
事
業
の

評
価
と
優
先
度
」
に
つ
い
て
抜

粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
に
「
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
の

は
過
半
数
を
超
え
る
52
・

６
％
。
訪
問
目
的
（
複
数
回
答
）

で
一
番
多
か
っ
た
の
は
「
催
し

物
の
鑑
賞
」（
66
・
５
％
）
で
、

次
い
で
「
散
策
の
途
中
・
施
設

見
学
」
（
44
・
４
％
）
、
「
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ラ
ウ
ン
ジ
・
カ
フ
ェ

の
利
用
」
（
21
・
１
％
）
の
順

と
な
っ
て
い
ま
し
た
＝
グ
ラ
フ

１
＝
。

催
し
物
を
何
で
知
っ
た
か

（
複
数
回
答
）
に
つ
い
て
は
、

半
数
強
の
51
・
８
％
が
「
市
報

に
い
が
た
」
と
答
え
、
「
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
」
（
33
・
４
％
）
、

「
新
聞
・
雑
誌
」（
29
・

５
％
）
な
ど
が
続
い
て

い
ま
し
た
。

行
っ
た
こ
と
が
な
い

と
答
え
た
主
な
理
由

（
複
数
回
答
）
は
「
ど

ん
な
催
し
物
が
あ
る
か

分
か
ら
な
い
」
（
35
・

４
％
）、「
忙
し
く
て
都

合

が

つ

か

な

い

」

（
31
％
）
な
ど
が
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
行

ラ
フ
２
＝
。

充
実
し
て
ほ
し
い
図
書
（
複

数
回
答
）
と
し
て
は
「
趣
味
や

娯
楽
関
係
の
図
書
」
と
半
数
近

く
の
48
・
7
％
が
回
答
。
次
い

で
「
小
説
、
文
学
」
（
38
・

３
％
）
、
「
郷
土
資
料
」
（
29
・

６
％
）
、
「
研
究
書
や
専
門
書
」

（
24
・
４
％
）
、
「
絵
本
や
児
童

図
書
」
（
24
・
３
％
）
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

望
ま
し
い
利
用
時
間
で
は
、

平
日
が
「
９
時
〜
20
時
」
、
土

日
・
祝
日
が
「
９
時
〜
18
時
」

っ
た
こ
と
が
な
い
人
の
約
３
人

に
２
人
は
「
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

中
央
図
書
館

中
央
図
書
館
に
期
待
す
る
こ

と
（
複
数
回
答
）
に
つ
い
て
は
、

「
た
く
さ
ん
の
図
書
や
雑
誌
を

自
由
に
見
た
り
借
り
た
り
で
き

る
」
（
57
・
９
％
）
、
「
長
時
間

読
書
で
き
る
座
席
が
た
く
さ
ん

あ
る
」
（
37
・
９
％
）
、
「
Ｃ
Ｄ

や
ビ
デ
オ
な
ど
を
見
た
り
借
り

た
り
で
き
る
」
（
26
％
）
、
「
学

習
や
資
格
取
得
の
勉
強
が
で
き

る
部
屋
が
あ
る
」（
25
・
4
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
し
た
＝
グ

市
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す

る
意
見
や
要
望
、
情
報
の
収
集

な
ど
を
行
う
、
平
成
14
年
度
の

�
く
ら
し
の
レ
ポ
ー
タ
ー
�
を

募
集
し
ま
す
。

主
な
仕
事

消
費
生
活
に
関
す

る
意
見
・
要
望
な
ど
の
情
報
提

供
▽
不
良
商
品
、
悪
質
商
法
な

ど
の
情
報
連
絡
▽
生
活
関
連
物

資
な
ど
の
価
格
調
査
と
試
買
調

査
▽
市
が
開
催
す
る
懇
談
会
・

研
修
会
な
ど
へ
の
参
加
▽
消
費

者
保
護
施
策
へ
の
協
力

対
象

市
内
に
住
む
18
歳
以
上

の
人
40
人
（
公
務
員
を
除
く
）

任
期

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

業務改善に生かせるＡＣＣＥＳＳ活用術
日時 ２月５・８・12・15日午後１時半
～５時半　定員 先着15人
会場 新潟ソフトウェアセンター（上所２）
内容 データ活用のポイント、アクセス
の基礎、ほか　参加費 8,000円
申し込み 新潟インダストリアルプロモ
ーションセンター（商工振興課内�224-
0550）へ

市女性センター・アルザ

エンパワーメント女性学
日時 ２月１日～３月１日毎週金曜日午
後１時半～３時半　対象 女性先着40人
テーマ ジェンダーを学ぶ～そして行動へ
※保育あり、６カ月以上の未就学児先着
９人、１人１回200円
申し込み 同センター（�246-7713）へ

中国人との文通者募集
日時 １月26日午後１時から
会場 新潟国際友好会館　参加費 300円
申し込み 日・中友好文通の会・島倉
（�274-7480）へ

グラフ1 『りゅーとぴあへの訪問目的』

ホール・能楽堂やギャラリーで
催し物を鑑賞するため

散策の途中に立ち寄った・また
は施設を見学に行った

レストラン・ラウンジ・カフェ
を利用するため

発表や練習でホール・練習室を
利用するため

66.5

44.4

21.1

9.5

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

グラフ2 『中央図書館に期待すること』

たくさんの図書や雑誌を自
由に見たり借りたりできる

長時間読書できる座席が
たくさんある

CDやビデオなどを見たり
借りたりできる

学習や資格取得の勉強が
できる部屋がある

障害のある人も利用でき
る設備と図書の充実

インターネットなどが利
用できる

子どもコーナーの充実

読書相談や調べ物相談の
体制の強化

絵本の読み聞かせなど子
ども向け行事の充実

文学講座など大人向け行
事の充実

57.9

37.9

26.0

25.4

22.1

21.0

15.0

14.5

11.3

11.1

0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％

グラフ3 『各種情報機器の利用状況』

①パソコン

現在
利用している

利用したくない
今後

利用してみたい
無回答

35.3 16.435.8 12.5

②ワープロ 25.1 26.416.5 32.0

④携帯電話・PHS 51.8 13.520.2 14.4

⑤電子手帳・携
帯端末機

32.228.8 32.6

③通信機能付き
のゲーム機

32.216.4 45.8

5.5

6.4


